
鹿角市２０３０ゼロ・カーボンシティ宣言 

 
 

近年、地球温暖化が原因とみられる気候変動の影響により、世界各地で深刻な 

自然災害が発生しています。また、日本各地においても、猛暑や集中豪雨、大型台風 

などが頻発し、その災害も激甚化し、気候変動問題は私たちの生活に大きな影響を 

及ぼしています。 

 

２０１５年に合意されたパリ協定では、「世界的な平均気温上昇を１．５℃に抑える 

努力を追求する」という目標が掲げられました。そして、これを達成するためには、 

２０１８年に公表されたIPCC（気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書において、 

「２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」とされています。 

 

本市は、面積の８割を占める豊かな山林により二酸化炭素の吸収に貢献している 

ほか、国内でも早くから水力発電所や地熱発電等の立地が進んだことで、再生可能 

エネルギーによる電力自給率が３００％を超え、先行して脱炭素社会を実現しうる 

国内屈指の素地を有しております。 

 

これからも、更なる再生可能エネルギーの導入と利活用、健全な森林経営、ごみの 

再資源化など、地球温暖化の防止に向け、率先して取り組んでまいります。 

 

ここに、国際社会の一員として地球環境を守るとともに、子どもから高齢者まであらゆる

世代が豊かさと将来への希望を実感しながら、美しいふるさと・鹿角を次世代に 

継承できるよう、市民や事業者が一体となり、全国に先駆けて２０３０年までに二酸化 

炭素排出量を実質ゼロにする、「ゼロ・カーボンシティ」の実現を目指すことを宣言します。 

 

 

令和４年３月１４日 

 


